
‐1‐ 

 

                                       

 

 

 

  

 

◆ 

 

 

◆ 

3 ɘɶȶǲ ǖ 

ĝ Ğβ∆Ǭǖȑǵ Ḹ  
 
ὑ ὑ ᵣѫ Ҳ ˲ 

ẏ ɉɣɶȷ 

Vol.77 
2021 ἳֵ 

    Farfugium japonicum (L.) Kitam 

    ◐◒ ♠꞉Ⱪ◐  

    ♃◒◗   

     

     ⁸ ה ─  

             

 
 

ハート形の葉、長い柄は毛に包まれ、若い葉柄

を食用にすることなど、ツワブキはフキによく似

ています。肉厚の葉には艶（光沢）があるところ

から、ツヤブキが転化した和名です。 

R D Agency for Curative Natural Products  

京都北山 

薬用植物 

図 譜〈2〉 

根茎（10 年生） 

海岸近くの林内などに群生する常緑多年草で、分布は本州（太平洋側は福島県以南、日本海側は福井県以西）・

四国・九州に広がっています。 

ツワブキの花期は晩秋から初冬にかけて、他の草木たちが冬支度にかかっている頃に美しい花を咲かせます。

そのため俳句の世界では冬の季語として用いられるほか、庭園の色どりに人気のある植物です。古くから園芸

化され、野生種には見られない八重咲きのものや、葉が黄色い斑入りのものなど、多くの品種があります。 

根茎は短いけれど太く、葉は長い柄の先端に束生します。晩秋になると、密集した葉のあいだから長さ 50cm

ほどの花茎が立ち上がり、先に黄色い頭状花をつけます。花径は 3cm 程で、舌状花が外側に一列並び、中央の

花は全て筒状花です。舌状花は雌花、筒状花は両性花で、真冬に結実します。 

ツワブキは 4 月頃に株分けによっても増殖できます。鑑賞用に庭に植えておけば、はからずも人助けをして

くれる薬草です。葉にはヘキセナールという抗菌作用のある成分が含まれています。打撲、火傷、腫などの外

傷には、生葉を火であぶりもんで柔らかくして、薄皮を剥いで患部にはります。生薬「橐吾」である根茎は、

10 月頃に採取しよく洗い、刻んで天日干しにします。乾燥した根茎 10~20g を 400ccの水で煎じて服用すると、

食あたりや下痢、魚の毒消しの効果があります。 
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三月は英語で「March」、行進曲と同じ様に花脊も動き出す季節です。コロナはまだ終息しそうにあり

ませんが、そろそろピークを越えて上手に付き合う時期に入ると思います。さて、昨年は雪や鹿、猪に

負けない防獣ネットを設置の上、1000本余りの杉の苗を植林しました。地球温暖化の元凶である CO₂を

代謝吸収し浄化してくれる樹木を一本でも生育することの意義も考えたうえでの作業です。前号でも特

製堆肥に使用している炭の環境浄化作用や土壌改良効Ό Ḛε ‏ ἹἯ
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 三月は英語で「March 」、行進曲と同じ様に花脊

も動き出す季節です。コロナはまだ終息しそうに

ありませんが、そろそろピークを越えて上手に付

き合う時期に入ると思います。さて、昨年は雪や

鹿、猪に負けない防獣ネットを設置の上、1000 本

余りの杉の苗を植林しました。地球温暖化の元凶

である CO₂を代謝吸収し浄化してくれる樹木を

一本でも生育することの意義も考えたうえでの作

業です。前号でも特製堆肥に使用している炭の環

境浄化作用や土壌改良効果などについてお伝えし

ました。今回は植林する樹種についての考えを述

べたいと思います。会報誌 66 号で「花脊の千本

桜」を夢見て行った、落葉樹の山桜の植林事業を

紹介しました。残念な事に大雪と鹿の食害により

ほぼ全滅させられたという経験があります。それ

でも落葉樹の植林を行うのには理由があります。

100 年以上も人工的に手の入っていない京都の北

山の林の風景はいつも農園から自然観察会で通る

ルート(写真)の様にアカマツ、ソヨゴ、スギ、ヒ

ノキ、ツガ、ユズリハ、モミ、300 年の大杉など

の常緑樹と、ネジキ、コバノミツバツツジ、ホオ

ノキ、コナラ、ウワミズザクラ、タムシバ、ヤマ

ザクラなどの落葉樹、下草にはショウジョウバカ

マ、イワナシ、ササユリ、カンアオイ、ダイモン

ジソウなど様々な植物が混ざって自然と共存して

います。この場所には落葉による堆肥が 20-30cm

もできていることがあります。一方、炭焼き小屋

近くの植林地に出ると、枝打ちもしていますがほ

とんど落葉もなく堆肥がみられません。 

 堆肥は保水だけではなく根の保温にも重要で

す。夏の炎天が続いても渓流が枯れたことがない

のもこれら堆肥のおかげにあります。近年の極端

な豪雨による山崩れの発生も堆肥の蓄積と無関係

ではありません。また、昆虫類の住み処でもあり

ます。杉や桧の植林は比較的容易ですが落葉樹で

ある雑木類はそう簡単にいかないのは林業の専業

者のみならず私共も経験済みです。 

境浄化作用や土壌改良効果などについてお伝えしました。今回は植林する樹種についての考えを述べたい

と思います。会報誌 66 号で「花脊の千本桜」を夢見て行った、落葉樹の山桜の植林事業を紹介しました。

残念な事に大雪と鹿の食害によりほぼ全滅させられたという経験があります。それでも落葉樹の植林を行

うのには理由があります。100 年以上も人工的に手の入っていない京都の北山の林の風景はいつも農園か

ら自然観察会で通るルート(写真)の様にアカマツ、ソヨゴ、スギ、ヒノキ、ツガ、ユズリハ、モミ、300

年の大杉などの常緑樹と、ネジキ、コバノミツバツツジ、ホオノキ、コナラ、ウワミズザクラ、タムシバ、

ヤマザクラなどの落葉樹、下草にはショウジョウバカマ、イワナシ、ササユリ、カンアオイ、ダイモンジ

ソウなど様々な植物が混ざって自然と共存しています。この場所には落葉による堆肥が 20-30cm もでき

ていることがあります。一方、炭焼き小屋近くの植林地に出ると、枝打ちもしていますがほとんど落葉も

なく堆肥がみられません。 

 堆肥は保水だけではなく根の保温にも重要です。夏の炎天が続いても渓流が枯れたことがないのもこれ

ら堆肥のおかげにあります。近年の極端な豪雨による山崩れの発生も堆肥の蓄積と無関係ではありませ

ん。また、昆虫類の住み処でもあります。杉や桧の植林は比較的容易ですが落葉樹である雑木類はそう簡

単にいかないのは林業の専業者のみならず私共も経験済みです。 

 今回は杉の生育の速さを利用して杉をある程度の大きさにしてから雑木類の植林を行います。そうする

と、杉が雨風や雪からの防御林の役目をして雑木の生育を助けてくれると考えます。雑木が一人前に活着

した状態を見届けたら杉を間伐します。勿論間伐した杉の枝葉は堆肥に幹は炭にして土に返します。これ

を繰り返し、いずれ全山を山桜などの雑木林にしようという実証実験をこれから 10 年間は進めていき

SDGs 事業と CO₂削減を併せ考えた手本の作業に仕上げたいと思っています。季節ごとに風景は変わり

ますので、その情況の観察に是非ご来遊ください。 

 

 ※SDGs とは Sustainable Development Goals の略で、「持続可能な開発目標」を指します。その目標

の中には環境保全や地球温暖化対策、地域再生などがあります。 
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京都北山の薬用植物図譜 ◆ ◆ 

昔から親しまれるフキを用いた伝統保存食“キャラブキ”をツワブキで

作ることができます。春先、若い芽は褐色の毛に包まれ、まだ開かずに内

側に巻き込んでいます。その葉柄をとりフキと同様に調理しますが、ツワ

ブキは毒性のあるピロリジン型アルカロイドを含有します。そのままでは

肝毒性があるため、木灰や重曹をつかって茹でアク抜きをして食用としま

しょう。 

 

 

 

 

総苞 

舌状花 

筒状花 
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 ▪ⱷꜞ◌ (American Society for Microbiology)─ ∆╢mSphere <Clinical Science and 

Epidemiology> ⌐ ↕╣≡™√◖꜡♫►▬ꜟ☻ ≤⇔≡─ⱴ☻◒─ ⌐≈™≡─ ─

≢∆⁹[Hiroshi Ueki et al, mSphere e00637, 20. 2020.] 
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ỡ◦уӨ ⁵ קּ− ӷ уӨῒ ᴃ῭

₣ῒ ὶ ԃ̘ת ᴁ ḱ ѕ ᵂᾶ

ˏ ͮ ˢ ♬ ẕ • ͯϹ ΣῸ ҁ אַ

Ώ ̝ π◘ Ἠ π∆ Ẵᶺ  

Ὼ Ẉᴾ Ỏ ᶳʼ π  

ͯϹ Ạ אַ Ώ ̝ π◘ ⁬ ♯→ ῧ

ᵈ Ḛᵭ ₣ῒ Ҽ уӨῒ Ѵ ϯ“  

 Η┼ Ὕ ⁵ Ἡ ἇ

₲ᾶ Ẉ ˤ ⁵ ϻ̴ Η ᵦе е  

ᴘ Ẉϋ Ẫ ῚѨ ὶᴈ                           

 

  

уӨῒ ᵅṖ −ẏ Ή ѽ ἎγתṈ Ẽ ⁵

ι ╪ᵭԊ ѕ Ӝ ˢ ỡ◦уӨ פֿ Κ

ἎγתṈ ỡ◦уӨ ⁵ קּ−

ӷ уӨῒ ᴃ῭ ₣ῒ ὶ ԃ

̘ת ᴁ ḱ ѕ ᵂᾶ ˏ ͮ

ι ˢ ♬ ẕ • ͯϹ ΣῸ ҁ אַ

Ώ ̝ π◘ Ἠ π∆ Ẵᶺ  

Ὼ Ẉᴾ Ỏ ᶳʼ π  

ͯϹ Ạ אַ Ώ ̝ π◘ ⁬ ♯→

ῧ ᵈ Ḛᵭ ₣ῒ Ҽ уӨῒ Ѵ ϯ

“  

 Η┼ Ὕ ⁵ Ἡ ἇ

₲ᾶ Ẉ ˤ ⁵ ϻ̴ Η

ᵦе е  

ᴘ Ẉϋ Ẫ ῚѨ ὶᴈ                          

 

אַ Ώ ̝ π◘ ⁬ ♯→ ῧ ᵈ Ḛᵭ

₣ῒ Ҽ уӨῒ Ѵ ϯ“  

Η┼ Ὕ ⁵ Ἡ ἇ

₲ᾶ Ẉ ˤ ⁵ ϻ̴ Η ᵦе е  

ᴘ Ẉϋ Ẫ ῚѨ ὶᴈ                          
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ύ ‗ ң

( ˟ ) γ ệNo.48

῝β ש͝ ḣң 9 ᴘ 10 ᴘḙ

͝― Η Ṡ  

‹ flת ңΗ(ῲ ὣử) Ҋṓ

− Ὣ р

ң ͝ќ Ṇ

⅛ ϻ  

 

│ ≤ ⌐ ↑≡⁸∕─Ᵽꜝfi☻─ ╣√ ─ ╩ ⇔╕⇔√⁹ 

 

─ ≢│ ⅜ ⇔√ ─   ⌐ ⇔⁸ │ ╩ ≤⇔≡ ⅛∏≈⌂⅜╠ ─ ⅎ

╢ │  ≢ ↕╣╕∆⁹ ↄ ™√ ─ ≡⌐⁸№╢™│ ⅝─ ⌐╛∫≤ ⅜ ╣√ ⌐

Γ
™ ∟ ╟ ℮ ╠ ™ ┤ ↄ

Δ≤™™╕∆⁹ 

 ⅛╠ ─ ⅜ ⅝ ─ ⌐╟╢ ─ ─ ─╖⌂╠∏⁸⅔™⇔ↄ⌂™ ╛⁸

─ ⌂≥⁸╛∫≤ ⌐↕╣ ╘╕⇔√⁹ ╙ ╩ ∆╢ ⌐№╡╕∆⁹ 

 SDGs≢ ⌐ ╢∞↑ ╩⅛↑⌂™ ╛ ─ ─ ╩ ╘≡ ≡™

╕∆⁹ │ ─Ᵽꜝfi☻≢ ≡⅜ ⇔≡™╢ ╩ ⅎΓ
╠ ™ ┤ ↄ

Δ╩ ⇔≡ ≡™╕∆⁹ ─
╠ ™ ┤ ↄ

│⁸

╛ ─╙─≤│⅛⌂╡ ⅝ ⅜ ⌂∫≡™╕∆⁹ 

─ ™ ⅎ⁸ ∫≡╙ ╙ ⅛⌂™♠Ᵽ◐⁸ ─ ╠⌂™ ╛◌▬●ꜝ ⌐╟╢ ─☻♄

♅ ⁹ ⌐╙╟╡╕∆⅜ ↕™ ⅎ⌂╠ ∫√ ─ ─ ⌐↓─ Γ
╠™┤ↄ

Δ╩ ╡ ↄ

∞↑≢⁸ יִ ╙∆╣┌∕─ │ ╠⅛≢∆⁹ 

⁸ │ ┼ ≤⇔≡ ≢∆⁹ ─ ⅔≡⌐☻כꜙ♬│ ╠∑⇔╕∆⁹ 

ừ ⅔╟┘ ─          ( )  

ừ ⅔╟┘ ─ ╟╡ ⇔√    ( )  

ừ               ( )  

ừ►◖fi              ( )  

ừ                                    ( )  

ừ                  ( )  

ừ                  ( )  

ừ                 ( )  

・
・
・ 

ⱨ ĝ ⱥ
ȐǋǼǖ

Ğǲǫǋǭ 

ȿɥɫȬǵ ș ṸǞȅǠ  

 

3 ᴘ 4 ᴘ ζ׳ ‏ Ṇ

Ṇ щ ˟ Ὼ

ᾒ ˟ Ὁ ύ3

ᴘḙ ͮ פֿ ḣ׳ ὶ

 

₣ͯ

Ṑ

֑ ̖ ◘ԇ֑ + ⅛ ᴜᶕ

−Љ ˓ổ  

 

( )ǵ ș ⁹ǞȅǠ  

 

300Л/ 200g  

 

 

 

Ή Ὁ fl פֿ fl  

Ὼᾒ ᶋ ‏  

ϧ ה ᾼ ה  

ɭɪɠȱȤǵ ș ⁹ǞȅǠ  



‐7‐ 

 

ご支援・ご寄附を誠に有難うございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地球温暖化は年々深刻さを増しています。CO2 を代謝吸収し、浄化してくれる樹木を一本でも多く生育させる意

義も考えた上で、雑木林の再生を行います。トチ、クヌギ、ヤマザクラ、カシワ、トチュウ、キハダなどの薬木や

落葉樹、アカマツなどの常緑樹を植林します。花の咲く植物には昆虫が集まり、昆虫を求めて鳥も暮らせます。様々

な動植物が共生する林は人々にリフレッシュの場を提供するだけでなく、水をも活性化します。林内の落葉ででき

た堆肥は保水力のみならず雨水の浄化槽にもなり、上桂川、安曇川、果ては淀川といった 1000 万人を超える人々

の水源として機能します。 
˲ 

֕

 

○プロジェクトの作業内容 

まずスギ 1040 本を植林しました。今後ある程度生育したスギ

の間に雑木を植林します。これによって植林の困難な雑木類の

育成を助けられます。この雑木が成長した後は杉を間伐し、枝

葉やスギの炭を特製堆肥に転用します。炭を土に還すことによ

って土壌の CO2 貯蔵効果の高い農業活動を実現します。 

○プロジェクトにおける寄附金使途 

苗木の購入（スギ 1040 本の他、キハダ、トチュウ、カヤなど） 

獣害防止ネットの購入 

苗木の植付、獣害防止ネットの取付作業費用 

50 年~60 年前は花脊でも松茸が収穫されていましたが、松食い虫

による松枯れが発生し、アカマツ林の多くは消滅してしまい、松茸

もみられなくなりました。またプロパンガスの導入により薪の採取

が行なわれなくなったことで、松山の手入れがなされなくなりまし

た。幸い、公園内には樹齢 70~80 年のアカマツの下に 5~6 年生のア

カマツの生育がみられます。この周辺をまずアカマツ、コナラ林に

仕上げ、松茸山の再生を検討します。 

►
˲
֕

 

○プロジェクトの作業内容 

昨年度は林内の木を伐採し日当たりよくし、会員、ボランティアの

方々とアカマツ苗を数株植樹しました。今後は公園内の樹齢 70~80 年

のアカマツを中心に、その周囲にアカマツ苗を植付けます。 

○プロジェクトにおける寄附金使途 

苗木の購入（アカマツ 100 本） 

伐採整備費用（大径木の伐採は危険性があるため、 

職人の方に依頼しています。） 

͔
ͤ
ͮ
̻
˲ 

Ѿ
אַ
ϥ

 

セミナーハウスの老朽化したベラ

ンダの改修工事を行いました。 

○寄附金使途 

ヒノキ材の購入 

取付工事費用 

《ご支援、ご寄附のお願い》 

当認定 NPO 法人の活動は皆様からのご支援によっ

て支えられています。活動を支援してくださる会員

および寄附を募集しております。温かいご支援を是

非ともお願いいたします。 

□お問い合わせ・お申し込み 

認定特定非営利活動法人 

天然薬用資源開発機構 事務局 

〒602-8136 

京都市上京区椹木町通黒門東入中御門横町 

574 番地 1 ファルマフードビル 

TEL : 075-803-1653  FAX : 075-803-1654 

E-mail:npo@tenshikai.or.jp  

※本法人へのご寄附は、寄附金控除の優遇措置を受

けることができます。 

 
 

70~80   
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ˬ ǵ Џᶸ 

12 5 (ᶽ )   

ˢ Ľ ŐĞĞřľŷƗƫƵĽΗšἽϰĦĵịἅšṅἨĦōĦĮ!ęổİѿřēĮįēĮịἅľŷƗƫƵƈť:œ

ŷƗƫƵƫŦŻ ƓŪƬŤ ĺģЉ ēĮįĠĮĚķּקħōĨ!ōĮ Ẉᾈ ő ỎЯ ĦōĦĮ! 

2020 ľfl˰ĜœἽϰĹĸ 7Ĺ Ķģӣ ēĮįĜ đřěķĕģĥēōĦĮ! 

2021 őS flĽ‭ᶀ̴TšĸĕĭŗŜĦĞęѩēēĮĦōĨ! 

 

 

 

 

 

 

 

ᴘ ᴘ   

Ỏ р ꞈ  

  

 

 

     

          

               

         

                         

─ │⁸ ─ ╩╟╤⇔ↄ⅔ ™ ⇔╕∆⁹ 

╕√ ⌐ ─ ⌐⌂∫≡ ↑╢ ╩ ⇔≡⅔╡╕∆  

 

 

:     :   

ₔ602- 8136 574    

TEL:075- 803- 1653  FAX:075- 803- 1654  

    

E- mail:npo@tenshikai.or.jp  HP:http://www.tenshikai.or.jp  

◘
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ꜝ
fi
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◘
ⱨ
ꜝ
fi

 

─ ↔│╪ 

 

2020 ₴ 12 ɵ2021 ₴ 1 ɵ2 ǵ ҲḸף 

 

2021 4 ɵ5 ɵ6 ˗˔ὑ 

 

 

  

   

  ☿Ⱶ♫כ   

Ừ 2,500 1,000 3,000  
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⁸ ⁸꞉◘ⱦ ⌂≥⁸

─ ╩ ─

↑≢ │ ╦∏⌐

⇔≡™╕∆⁹ 

 

─ ⁸ ─ ⁸≥⌂√≢╙↔ ™√∞↑╕∆⁹ 

⅔ ⌐⅔ ⇔ↄ∞↕™⁹ 

⅔ ⌐≡ ⌐↔ ╩⅔ ™⇔╕∆⁹ 

        

 

‫  

 

Ỏ Ԅ  

─ ─ ⁸ ⇔≡ↄ∞↕∫≡™╢ ⁸™⅛⅜⅔ ↔⇔≢⇔╞℮⅛⁹4 4 │™╟™╟ ⅝≢∆⁹ ─

≤ ─ ╙ ⇔≡⁸◖꜡♫►▬ꜟ☻─ ╙ ⌐ ∂≡™╕∆⁹⇔⅛⇔⁸ ╩ ╘≡│™↑╕∑╪⁹

│ ╦∏╙⅜⌂⁸╛│╡ ⌂─│Γ Δ⌂─≢│⌂™≢⇔╞℮⅛⁹ⱴ☻◒╩⇔≡ ╖╩ ↑≡╙►▬ꜟ☻

│ ┘ ∫≡⅝╕∆⁹ ⅛╠─ ה ≢ ≤╙⌐ ⌂►▬ꜟ☻⌐ ↑⌂™ ╩ ╡ →╕⇔╞℮⁹         

╕√⁸ ╙☿Ⱶ♫כⱢ►☻╛ ─ │₈ ה╡ ╡₉─ ─ ≤⇔≡╟╡ ↕∑≡™ↄ ≢∆⁹

─ ⅝╙ ⌡≡⁸ ⌂ ─ ≤ ╣ ™⌂⅜╠ ⅜ ⌐⅔ ↔⇔™√∞↑╕∆╟℮⁸☻♃♇ⱨ ⅔

∟⇔≡⅔╡╕∆⁹ ─↔ ╩ ╟╡ ∫≡⅔╡╕∆⁹ 

Ыὂ ͻ  


